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２月 17日 

 長野での「教育条件整備学習会」の翌日、長野高

校会館にて「教職員配置状況の調べ方講習会 In 長
野」を開催しました。長野県教組、高教組の役員を

されておられる 4 名の参加者がありました。感想は
別紙をご覧下さい。 

2 月 3 日（日） 

 
２月３日（日）大阪市のたかつガーデン会議室にて、

教職員配置状況の調べ方研究交流会が行われ、新潟、愛

知、京都、和歌山、宮崎、奈良から 6名の参加者があり
ました。講師の橋口幽美さんから、今回初めて情報公開

した「申請」の書類からわかること、諸書類の総括的な

表などが報告されました。意見交流の中であらたな疑

問、謎が生まれ、参加者で議論を行いました。また、こ

れからそれぞれの立場で調査研究を進めていくことを

確認しあいました。新たな謎の解明のため、文科省に「各

都道府県教委から配当申請数と異なる数を決定した理

由」などの文書の公開を求めました。 

2月 16日 

 
安倍政権が 35人学級の拡大を見送り、義務
教育費国庫負担金前年比 697 億円減という平
成 25年度予算案を発表しました。これは、国
民世論である少人数学級制の推進を否定し、

日本の教育条件整備を後退させる重大なもの

です。 
調べる会は 2 月 16 日付で「35 人学級制の
拡大見送り」は教育条件整備の重大な後退－

平成25年度文科省予算案についての見解－」

を発表しました。見解では、予算案策定の根

拠とされた財務省の判断について、反論して

います。（「見解」内容については、会ホーム

ページを参照してください。） 
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２月１６日(土)  

 
長野高校会館で行われた学習会には、県下の

教職員２７名が参加し、山﨑洋介（調べる会事

務局長）が「本当の３０人学級を実現するに

は？～学級編制・教職員配置の制度を知り、そ

の実態を調べよう～」と題して約２時間の講演

を行いました。講演内容や感想などは、別紙を

ご覧下さい。 
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教職員配置の研究交流集会 in 大阪 

 4 月 27 日（土）・28 日（日） 詳細は別紙参照 


